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経
済
分
析( :.

お
け
る
地
カ
^
胄
皿
察
の 

意
義
，に
、
関.

す
，る若
干
の
考

：#

栄

次

は

が

き

世
界
経
済
の
分
析
に
当
っ
て
各
@

経
済
«

#

の
«
察
が
重
要
で
あ
义
こ
と 

は
、
今
更
説
明
を
要
し
な
い
.

と
思
う
が
、
.

こ
れ
と
程
度
は
異
な
.

る
と
し
て
も
、

一
国
経
済
の
分
析
に
当
.っ
て
国
内
各
地
方
の
経
済
を
観
察
す
る
こ
と
.
は
、
や
は 

り
重
要
で
あ
る
。.

世
界
経
済
全
体
の
動
き
に
対
し
て
、,
一
 

国
経
済
独
自
の
動
き 

が
あ
る
と
同
様
に
、

一
国
経
済
全
体
の
動
き
に
対
し
て
、
地
方
経
済
独
自
の
動 

き
%

あ
る
。
そ
し
て
そ
れ
が
逆
.

に
一
国
全
体
の
動
き
に
影
響
し
、
更
に
間
接
に 

世
界
全
体
の
動
き
‘

に
関
係
す
る
0
そ
こ
で
本
稿
で
は、

と
の
地
方
経
済
を
.い
か 

に
し
.

て
観
察
す
べ
き
か
’

に
つ
い
て
、
若
干
の
考
察
を
行
う
と
共
に
、
S

1

 

の̂

^ .

を
事
^

.

に
よ
"っ
て
明
ら
力
に
し
、.
，同
時
に
^

か
る
観
察
.

の

た

め

，
の

用

具
 

と
1.
て
の
特
殊
統
計
地
域
の
設
定
に
.

つ
い
て
、述
べ
.

た
い
と
思
う
。
こ
れ
ら
の
事 

項
に
勹
い
て
の
考
察
は
、
実
際
に
.は
非
常
に
広
汎
な
分
野
の
諸
事
実
に
わ
た
る 

必
要
が
あ
り
、
且
つ
極
め
て
複
雑
な
M

係
を
取
扱
わ
ね
ば
な
ら
た
い
か
ら
宇
'
 

稿
で
そ
れ
を
十
分
に
な
し
得
る
と
は
到
底
思
わ
な
い
。
，不
十
分
な
が
ら
私
の
考

経
済
分
析
に
お
け
る
地
方
経
済
観
察
の
意
義
..

に
.
関

す

る

若

干

の

考

察
え
.

を
.
.

一
辟
ま
と
.

め

.
る

た

め
に
記
述
し
て
、読
者
諸
賢
の
教
示
を
得
た
い
と
思
う
。
 

.

一
、
若

干

の

事

例
 

•

地
方
経
済
観
察
の
意
義
を
！
'

え
.

る
た
め
に
、
先
ず
一
一
、
三
の
事
例
を
挙
げ
る 

こ
と
.

か
ら
始
め
よ
う
0
 

•
(

最
初
に
掲
げ
た
い
の
は
、

，S
t

u
a

r
t

 

C
h

a
s

e
,

 

R
i

c
h

 

L
i

d
、

P
o

o
r

 

L
a

n
d
、 

N
e

w

 

Y
o

r
k

,

 

1
9
3
6

,

 

p
p

.

 

2
3
5

丨
2
390
に
■

夂
さ
れ
て
い
る
テ
ネ
シ
l

州 

G
r

a
i

n
g

e
r

 

C
o

u
n

t
y

に
関
す
る
調
査
報
告
で
あ
る
。
著
者
は
、
T

V

A

の
意 

義
を
説
明
す
る
.

に̂

つ
て
、.

そ
の
以
前
の
こ
の
.

地
域
の
状
態
を
示
す
た
め
.

に
、

右
調
査
を
紹
介
し
た
の
で
あ
る
が
、.

第
一
表

(

次
頁)

の
よ
う
■

な
こ
の
郡
の「

損 

c  
注
ニ

)  

• 

'

益
勘
定」

な
る
も
の
を
掲
げ
て
あ
る
。

.

.

.

'

/

こ
こ
に
謂
う
収
入
と
は
、
郡
の
外
部
か
ら
こ
の
郡
べ
入
る
肌
入
で
あ
り
、
支

出
と
は
外
部
；

f

の
支
出
で
あ
ヶ
て
、
こ
の
ぐ
郡
が
一
企
業
体
の
よ

う

に

看
做
さ
れ

て
い
る
わ
け
で
知
る
。
凡
そ
一
〇
〇
年
も
前
か
ら
農
家
が
住
み
着
い
た
所
で
あ

る

が

、

一
九
ー
ー
ー
ー
ー
年
当

_

も
殆
ど
全
く
農
罾
双
外
の
*

_

を
持
た
ず
、
工
場
は

- 

一

(

四四五

)

5»
8$

m

3



193i2年度損益勘定（注四)

•425 '千ドVレ 
• 2 0  

. 2 0  

.465

.155千ドル
•140
•120
• 4 0

■ 1 0

. 7 0

   O d ひ

85
20
25
80

. 2 0

55
姻 0

.355

郡ジグ

高
入
入» • • «

計 '入

売 4； 
驭 

収 
収

用….■
3料費.. 
費 .，”.

'一 .. 

税…•，

•，•，

械…”

訃.， 

損..

支

物
働
光

業

車t

育

雜

業

表

農產 
労 1 
観 ： 

営

第•

収入

支 出 食 料 瞵 人 高  
衣料  
自動 
機械、：
教 
諧

営

払支.

損.'、
 

子

価

利
.諸雑
減

建
機
土
出

欠

減 損 ，
支

差

物
な
ど
の
財
産
を
食
い
つ
ぶ.
し
て
行
く
よ
り
他
は
な
い
。
チ
ニ
ー
ズ
は
そ
こ
で 

次
の
よ
う
に
言
う
。T

グ
レ
ン
ジ
ャ

ー
鄱
は

、
や
む
を
得
な
け
れ
ば
そ
の
•

車 

や
店
売
り
の
衣
類
や
農
業
機
械
を
諦
め
て
、

祖
先
が
.し
て
い
た
よ
う
な
暮
し 

——

即
ち
橇
に
手
製
の
蠟
燭
に
手
織
の
衣
類
で
、暮
す
こ
と
が
で
き
る
。最
悪
中 

の
最
悪
の
状
態
と
な
れ
ば
、
外
部
の
世
界
と
全
く
接
触
を
持
た
ず
に
暮
し
て
行 

く
こ_
>
も.
で
き
る
。
然
し
ニ
つ
の
疑
問
•、力
残
る
。
テ
ィ
ト
口
イ
ト
や
イ
ン
タ
ナ 

シ
ョ
ナ
ル
ハ

ー

ヴヱ

ス
タ
は
、y
レ
ン
ジ
ャ

ー

郡
な
し
で
や
っ
て
行
け
る
か
？ 

j

七0
0

年
に
生
ま
れ
故
郷
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
や
ス
コ
ッ
'ト
ラ
ン
ド
を去
っ
た

.
つ

.
も

な

い
.°.
鉄

道

本

通

っ

て

い
.
な

い

0 

:
住

民

は

貧

し

く

、

.
有

価

証

券

な

ど
 

• :
■ %

持

た

ず

、

財

産

は

殆

ど

土

地

と

労

樊

だ

け

ヤ

あ

る

。

'

し

.
か

も

不

棄

主

め

ぐ
 

.
土

地

を

小

作

し

て

い
.
る

も

の

も

相

当

あ

る

。
，

生

産

物

の

三

分

の

ニ

 

.
を

地

元

で

消
 

.
費

し

残

余

を

外

部

へ

売

る

。

'

こ

れ

が

主

な

収

入

，
と

な

•
る

。

.
ま

た

郡

内

の

住

民

が

.
 

外

部

に

腹

わ

れ

て

得

る

労

働

収

入

が

若

千

あ

る

。

更

に

、

，
鄱

内

.
に

相

当

大

き

な
 

'
観

光

ホ

テ

ル

が一
つ

あ
る
他

、

食

堂

と

ガ

ソ

リン
ス
タ
ン
ド
が
一
一
つ
ず
つ
あ
づ

; 

:
\ 

.

(

注
三) .
.
-•

■:

て
、' 
こ
れ
ら.
が
外
部
か
ら
収
入
を
稼
ぐ
。.
人
ロ
は
約
一
'万
^
■'
そ.
の
う.
：
ち.■.一
 
八.

: '-
歲
丨
ー
ー
.
三
歲
の
男
女
ー.
、
ー
五
〇
人
だ
が
、

大
学
に
$

す
る
も
の
は
■
か
セ
‘
 

人
し
か
な
い
。.
標
準
的
な
家
族
は
金
f

均
よ
り
ニ
割
人
員
が
多
く
、
子
供
は 

:
一U

歳
に
な
る
と
外
部
へ
出
て
行
く
も
の
が
で
き
、.
ニ

ニ

歳

の

年

齢

層

：で

人

.口 

に
対
す
る
割
合
が
金
国
平
均
よ
り
低
く
な
り
、
三
三
歲
ま
で
藝
に
低
下
す
る
。
 

そ
の
後
上
昇
し.
五
三
歳
め
肩
で
全
国
平
均
に
戻
る
。_

は
青
年
を
吸
収
し
、
 

中
老
に
な
る
と
追
戾
す
の
で
あ
る
。:'.
鼻
場
は
平
均
七
〇
エ
I
力

ー(

約
ニ
八
吧
' 

歩.)

だ
が
、
荒
蕪
地
を
含
む
し
経
営
は
粗
放
だ
か
ら
、
辛
ぅ
じ
•て
生
計
を
営
む 

程
度
の
収
入
し
か
あ
げ
，ら
れ
な
い
。
全
郡
で
乗
用
車
九
〇
〇
台
、
ト
ラ
ッ
ク
一 

〇
◦
台
、.

•

車
を
持
た
ぬ
も
の
は
馬
車
、
馬
車
す
ら
持
た
ぬ
も
の
は
橇
を
使 

用
し
て
い
る
。
.

第
一
表
で
見
ら
れ
る
よ
ぅ
に
、
こ
の
郡
の
■一
九
三
ニ
年
度
収
支
は
差
引
三
五 

五
千
ド
ル
の
欠
損
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
欠
損
は
、
道
路
費
及
び
学
校
費
に
対 

す
る
州
よ
り
の
補
助
金
六
〇
干
ド
ル
、
連
郝
補
助
金
五
一
千
ド
ル
、.
保
険
金
純 

受
取
高
三
ニ
千
ド
ル
、
計
一
四
三
千
ド
ル
に
よ
っ
て
一
部
分
補
填
さ
れ
る
が
、
 

そ
れ
で
も
ニ
ニ 
二
千
ド
ル
：：

9

次
損
が
残.
る
。

-M-
局
、
借
金
を
増
し
、
土
地
.:建

当
時
よ
り
も
、
か
な
り
悪
い
生
活
標
準
に'
'
九
三
0
年
，に
な
？
て
到
達
す
る
だ 

け
だ
っ
た
ら
、

い
っ
た
い
彼
等
は
何
故
故
国
を
離
れ
て
ア
メ
リ
ガ
へ

'
 

来
た
の 

か
？
1-(

同
# 

ニ
ー r  
八頁

)  

•

.

(

注
一)

ヂ
H—

X
は
こ
の
調
査
に
つ.
い
て
、A

rthur  L.  p
o

lla
rd

と
い 

ぅ
調
査
者
の.
名

%'
蔡
げ
た.
だ
け
で
，

何

：の
説
明
も
し
て
な
い。;:
:.

(

注i
1

)

.

こ.

れ
も
調
查
者
の
用
語.
か
^

ェ
I

X

の
用
語
が
：不
明
で
^

る
9

ン
. 

(

注
三〕

' 

同
書.

に.

人
口
は
示
さ
れ
て
な
い
、.
別
：の
統
計
書
に
よ
：る
と
、

て
九
'五 

.
〇
年
に
約
ニ
. 
一
 一

千
人
、
.
ー
九.
四
〇
年
に
約
'
ー
ニ
千
人
で
あ
る
。.

：.

',
■

C

注
四)

同
書
二
三
七
頁。

- 

.
'
,

:
第
—
1
の
事
例
は
、̂

^

^

誌
一
丸
三
八
年

：四

舟

号

に

載

'
:
た

O
s
k
a
r

 

io
o
sa

这

，.th
e

.C
J
e.
te
ds
ta
to-s.

で
報
告
さ
れ
た
ア
ィ
オ
ヮ
州
マ
一
ハ
ス
力 

都

：の

鄱

オ

.
ス

カ

ル

ー

サ

市

の

事

慠

：で

お

る

。
..
'

'

- 

r
調

査

は

词

誌

.
がI

九

三

；
七

年

に

行

：

:̂
た
'%
の.
で
あ
る
が
、
.ik

市

は

人

：
口

約

一 

.
万
人
、
：

：

農
業
地
帯
の
中
心
地
と
し
て
；の
商
業
、
::
:

^
^
と
じ.
て
の.
标
政
関
係
業
：
 

滋
、-
々
の
鉄
道
の
通
過
地
で
あ
ヶ
そ
の
一
つ
は
こ
と

.
を
分
庇
点
と
し
て
い
る
：：
 

た
め
に
生

じ

；る
^

^
潘

潘

、.
寧

の

中

小

工

業
''
'
.
な

ど

が

こ

の

町

の

主

要
 

産
業
で
あ
る
。' 別
に

典

型

的

：
で

も

が

く

、

異

常

で

も

な

.
い

普

通
.
の
.
平

儿

な

听

だ
 

か
ら
調
査
対
象
に
選
ん
だ̂
言

ぅ

。
：
：
：

.:

■)

同
誌
に
よ
れ
ば
：

「

こ
れ
は
：ユ
ニ 
！
ク
な
物
語
で
あ
っ.て.
、
P
の
調
査
め
若}
 ̂

の
要
素
は
本
誌
の
孤
る
限
ヴ
東•た
# '
つ
て
試
み
^.
れ
た
こ
：と
が
な.
い
。..
人
ロ
一
；し 

方
の
^

が

あ

だ

か

も

一

，
小

&
の
^

傲̂
わ
れ
、
-
九
三
七
年
度
に
っ
い
て
、 

貨
幣
の
流
出
入
が
測
定
さ
れ
.
、
贸
易
の
差
額
が
算
出
ざ
れ
た

」

8

書
五
丑
直)o  
,

'経
済
分
析
に
お
け
る
地
方
経
済
観
察
の
.
意
義k

関
す
る
若
千
の
考
察

そ
の
結
果
は
第I

一
表(

次
頁)

の
よ
う
に
ま

と

め
ら
れ
て
いる
。

商
店
•新 

教
会
：.
力
レ
ッ
ジ
，，s

 , 
S
 
.映
画
館
な
ど
が
、
農
家
へ
商
品
や
サ
ー
ビ 

.
:ス..
を
提
供
す
る
他
、，.
若
干
：の.
エ..
場
ぱ
相
当
広
い
市
場
に
対
し
て
、-
ヴ
ァ
ル
ヴ
，

•

作

議
.
な
ど.
■を
供
給
す
る
"
販
売
す
る
商
品
の
中
に
は
、
農

議

械
•
慕

車
. 

肥
料
そ.
の
他
、
遠
く
の
工
業
地
帯
か
ら
仕
入
れ
る
も
の
が
あ
る
。
す
べ
て
こ
れ 

ら
：の
事
業
体
の
収
支
はI'm

1

六
千
ド
ル.
の

亥

費

過

：に
允
る
。

_
他

方

、
：
政

腐

係

で

は

、：
郡
税
の
う
も
市
外
か
ら
入
る
分
-
連
撕
及
び
蝌
か 

b
の
失
業
救
済
資
金
..郡
立
学
校
に
在
学
す
る
市
外
居
住
者
の
授
業
料
な
ど
に 

.

.対
し

て

.;
'':市
外
に
対
す
る
支
出.は
、
：
.
郵
便
局
本
庁
ぺ
の
送
金
を
含
.
め.
て
、

一
一
三 

六
千
ド
ル
：の
受
取
超
過
で
あ
る
。
事
業
体
の
i

と
合
せ
る
と
、
結
局
九0
千 

'>
•,
ル

の

支

私

超

過

と

；な

る

o:
:
:. 

-
y

ヾ
然
し
乍
ら
、
個
人
の
奴
支
を
見
る
と
：、
外
部
蒙
の
経
営
す
る
證
会
社
に
勤 

務
す
る
者
の
労
働
収
八* ;
邦
(0
'
类
繁
救
済
事
業.に
雇
傭
さ
れ
.て
得
た
収
入
.市 

.'
/
外
へ
.の
投
資
か
ら
め
収
入
等
が
多
額
に
上
っ
た
忆
対
し
て
、
市
外
べ
の
消
費
的 

:
:支
出
は
.簿
か
に
少
货
く
、
；
そ©:
差
額
はg

r
i

A-
千
ド
•ル
.の

受

取

證

；で
あ
マ
た 

:：

一
か
ら
、
以
上
ニ

一

方
面
の
収
支
総
針
で.は
、
三
}ー
 

1九
千
ド
ル
の
受
取
超
過に
な
る
。

、
と
の
三
三
九
千
ド
ル
の
受
取
超
過
分
が
ぶ
う
な
マ
た
か
は
明
ら
：か
で
な
い 

. '
が
、
こ
の
年
に
オX:
力
：ル.
I
サ
か
ら
投
資•
生
命
保
険
料
等
以
形
でM

さ
れ
た 

:

輪
'入
％
差
引
い
て
、1

」

三1

一
一
千
成̂

e
?

た
こ
と
は
、' こ
め
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ガ
〒 

ル

の

行

方

：
を

或

'
る

程

度

ま

で

説

明

す

る

も

の

と

奢

え

ら

れ

る

。
f

一
 
〇
六 

;

千
ド
ル
：は
ど
う
か
各
い
：う
に
、

こ
6
年
間
に.
ず

ス

ヵ

ル

ー

サ

：
の

.
銀
行
預
金
がI

一
 

:

Q
Q
千
ド.
ル
増
加
し
て
お
り';:そ
の
中
一
.部
分
が
貸
付
の
增
加
に
基
く
も
の
と

'  

V

 

.
三.

C  
四
四
七)



流 ノ . 入 : 千 ド ル 流 出 无 ド ル M 額 ;

事 業 略 入 8 , 1 1 5  

特 3 調 華 ( 注 六 ) 如 8

事 業 支 出 8 , 5 4 9 事 # R 支  

- 3 2 6

郡 政 府 収 入 8 1 8  

失 業 救 済 資 K r v

餘 ( 注 七 )

学 校 取 入 1 6

郡 政 府 支 出 1 5 0  

郵 便 局 本 庁 3

政 府 関 保  

取 支 ：

— 4 - 2 3 6

消 費 着 取 入

給 与 3 9 汉  

失 業 救 済 1 P 1  

事 業 ( 注 め 1 2 1  

不 赞 収 ; V  3 0 0

•

消 員 者 支 出 3 9 1

■ -- ■ ....ノ

:麵 者 収 支  

+ 4 2 9

■ • . . .

■こ

9 , 4 8 2 翻 総 計 9 , 0 9 3 '  4 - 3 8 9

第 二 表 1937雒オスカル—t 市対外収支(注五)

ル 一 サ 市 対 全 国 (注九)オ

千3,698

6.391

2,698

4,769

2,161
+ 2 ,6 0 ^

第三表

遠距離地域年の収支

..収 ’ 、...入....."

:支 m

、支出超過

の収支サ地域と

入 い '

:出.:.'
奴入齒過

；

取.：支 総 : 計­
- 90变出超過

し
て
も
、.一 '〇
六
千
ド
、ル
の
純
流
入
高
'を
説
明
す
る
に
は
多
過
ぎ
る
。そ
こ
で
右 

,
め
純
流
入
高
は
、本
当
は
も

つ
>
多
が
つ
た
が
%
知
れ
な
一
い
と
も
考
え
ら
れ
る
。

次
に
こ
の
調
査
はV

第
三
表
に
示
し
た
ょ
ぅ
に
、
遠
い
地
域
•
.
近
い
地
域
の 

そ
れ
ぞ
れ
に
対
す
る
収
支
を
計
算
し
：て
い
る
。
-地
域
の
区
分
の
仕
方

も

第
一
一
表
；
 

の
数
宇
と
合
わ
ぬ
，理
由%.
明
ら
か
で
は
な
い.

が
、
と
に
角
、ノ
遠

.

い
姬
域
I

主 

と
し
て
工
業
地
帯
と
：の
間
で
は
支
払
超
過
で
あ
り
、

.

近
い
地
域
1

殆
ど
農
村 

地
带
と
の
間
で
は
受
取
靈
で
あ
つ
■

て
、：'
：

,

'
嘴
均
衡
が
と
れ
て
る
形
とff
つ
て 

い
：る
。
農
村
の
収
支
が
ど
う
な
る
か
は
、
こ
の

.

調
査
の
範
囲
で
は
な
い

.

が
、
.

「

工

■

四

(

四.
四
八)  

.

「

業
も
食
べ
な
げ
れ
ば
：な
ら
な
‘い
か
ら
、
文
明
の
産
物 

.
を

売

.-
て
小
^

か
ち
儲
け.
た
金
の
大
窗
分
s
^

:

に
は
決
し
て
な
ら
な
い
ル.
を
、
農
家
に
支
払
ぅ
。
.ど 

の
ぐ
ら
い
の
割
合
を
抵
ぅ
か
は
、
ホ
ワ
ィ
ト
ハ
.ゥ
ス 

に
い
る
人
の
如
何
で
大
部
分
ぎ
ま
る.
。
こ
の
.頃
で
は 

へ
高
価
格
と
税
金
を
通
じ
て)

曾
つ
•
て

ょ

り
も
多
X

 

を
支.
払

-?
て
お
り
、
' ぞ
の
結
果
、' 
こ
'の
小
さ
い
議 

.
都
市
も
f
た
比
較
的
に
繁
栄
の
時
期
を
経
験
し
た」

C  
同
書
五
五
頁)

。>

-■
:.

/
■

(

注
五
>
:

同
# :
五
八
真
付
表
0-.

■■.

「 (

法
六)

：，
特
別
賴
整
i
ぱ
、■

全
国
的
な
チ
，ナ
ー
ン
ス 

'■
'•
ト
ァ
、
外
部
に
本
社
を
•持
っ
鉄
道
会
社
な
ど
の
場 

'.

合
だ
け
に
つ
‘い
て
、.
市
内
外
の
現
益
の
出
入
を
特 

■

に
実
際
に.
調
查
七
た
結
果
：で
：あ
る
。
、
例
え
ば
利
潤 

:■.
を
本
社.
へ
送
会
し
ノ
て
も
、
.'-
そ
'れ
は
第
ー
1
表
の
事
業
収
入
に.
も
支
出
^
も
：計
上 

さ.
れ=
な
い
か
が
で
あ
も
。
こ.
の
ょ
ぅ
に
特
別
の
調
査
'を
行
っ
た
參
結
果
は
、
'
 

.
却
り
，

〉

で
怳
入
の
一
増
加
と
な
っ
た
。

{：
注
七
、.
八) .

失
業
救
灌
資
金
ば
連
邦
及
び
州
か
ら
友
給
さ
れ
、
郡
で
規
物
に 

■■
:
し
て
失
業
者
に..
渡.
し
た
。
失
業
救
猜
事
業
'

〈

W
P
A)

は
、
ォ
ス
ヵ
ルー

サ 

市
が
資
会
を
受
け
入
れ
て.
道
路
及
び
下
水
工
事.
公
園
の
.建
設
な
ど
を
行
っ 

た
場
合
に
、
雇
わ
れ
た
”失
霧
へ
の
史
狯
額
。

■

( .
法
'九>

 
.
同
書
五
芄
頁
0

第四表村を単位とした現金バランス表(注- o) 
昭和ニ四年度

入 出

固及び県財政 千円 国及び県財轉

村財政へ......... 3,218 M  '.家.む 5,916

温床苗代補助金 .” 800 非 農 .家， 1,429

農業共済保険 •••228

河川工事…，，•”，5,040 ' パ

信用組合上級機関 信用組合上級機関

預金引出，……" 59,497 預 金 ………59,600

. . . 借 入 金” " ，…. 8,994 借入金返済.”…10,812

銀行(借入）” …......200
販売声今…“…….奴 177
上 級 機 関 “ 〃

..銀行(貯;金）.........
購 買 組 合 . 

上級機関

. •  . ■ ■.

3,500

6,894

4,757

訐 125,154 計 92,908

本
当
•に
ょ
い
か
ど
ぅ
か
は
、
累
年
の
状
態
を
見
な
け
れ
ば
分
ら
な
い
が
、
と
も 

角
こ
の
年
度
は
非
常
に
ょ.
か
つ
た.
こ.
と.
に
な
る
。
'

■'
然
し
乍
ら
こ
の
表
は
村
の
対
外
収
支
の
す
べ
て
を
尽
し
て
い
る
わ
け
で
は
な 

'い
。
当
時
ば
ま
だ
闇
米
の
売
買
が
盛
ん
で.
あ
っ
て
、
農
家
自
身
は
闇
売
は
余
り 

行
わ
な
か
：っ
た
が
、.
物
々
：交
換
に
は
か
な
り
米
を
用
い
た
。
自

す

る

湯

沢

,

 

西
馬
音
内
両
町
の
魚
屋
；
医
師
そ
の
他
の
支
艰
に
充
，て
、
或
い
は
,
炭
入
手
の 

'た.
め

，に
山
林
地
主.
に
提
供
，し.
だ
。
，ま
た
第
四
表
で
ば
、
農
産
物
販
売
額
は
農
業 

協
同
組
合
の
取
扱
分
の
み
が.
示
さ
れ
て
：い
る
が
、
：そ
の
以
外
に
村
の
内
外
を
適

■ 
'

ぐ
.h

. 

. 

...五.

(

四.
四.
九)

.
第
三
の
事
例
は
、
秋
田
県
雄
勝
郡
三
輪
村
の
'場
合
で
あ
る(

農
林
大
臣
官
房 

.
調
查
課
編
、.
秋
田
県
三
輪
村
実
態
調
査_

■村
の
再
：生
産
構
造
並
び
：に
資
金
循 

環—

昭
和
ニ
七
年
：刊)

。.
調
査
は
一
一
五
年
に
行
わ
れ
、
ニ
四
年
度
に
へ
い
て
、
 

第
四
表
の
ょ
ぅ
な
村
の
対
外
収
支
勘
定
が
行
わ
れ
て
い
る
。

'

同
村
は
秋
田
県
南
部
の
水
田
地
帯
に

あ

り

.
、
人
ロ
約
五
、

七
〇
〇
人
、世
帯
総 

数
九
三
四
、
そ
の
ぅ
ち
農
業
六
二
八
、
日
雇.r

一
 
八
、
こ
れ
を
合
せ
れ
ば
世
帯 

総
数
の
約
八
割
に
当
る
。
東
は
湯
沢
町
、
西
はin

!

音&

町
に
接
し
、
村
の
農 

産
物
の
販
売
も
、
日
用
品
の
購
入
も
、多
く
は
こ
の
両
町
を
通
じ.
て
行
わ
れ
る
。
. 

ま
た
取
引
す
る
銀
行
も
こ
れ
ら
の
町
に
ぜ
^ -
総
面
積
の
五
〇•  

一
%
が
耕
地 

.
そ
の
八
九
.'
五
％
が
水
田
で
あ
る
。
一
一
四
年
に
は
主
要
作
物
販
売
||
:
額
約
五
四
、

一
一
九
八
千
円
と
推
定
さ
れ
る
ぅ
ち
五
ニ
、
一
三
〇
干
田
が
米
の
販
売
額
で
あ
り
、
 

従
っ
て
外
部
へ
輸
出
す
る
も.
の
は
米
が
主
で
あ
う
た
。
但
し
、
そ
の
当
時
ま
で 

雄
#
^
河
川
改
修
及
び
水
利
工
事
の
現
場
が
附
近
に
あ
っ
た
た
め
、
か
な
り
の 

労
働
収
入
が
あ
っ
た
。
期
く
し
て
ニ
四
年
度
の
村
外
，か
ら
の
現
金
流
入
は
二 
ニ 

五
百
万
円
と
見
積
も
ら
れ
た
。
そ
れ
に
対
し
て
流
出
は
、
国
税
•
県
税
•
預

金. 

借
入
金
返
済
•
購
入
品
に
対
す
る
支
私
を
合
せ
て
、

九
三
百
万
円
、
流
出
入
差 

額
は
三
ニ
、
一
ー
四
六
千
円
の
流
ス
超
過
で
あ
る
。

£
れ
で
も
既
に
非
常
な
タ
ク
 ̂

と
思
わ
れ
る
が
\_
更
に
信
用
組
合
及
び
銀
行
の
勘
定
を
除
い
て
み
る
と
、
流
入 

計
五
六
、
四
六
三
千
円
、
流
出
計 
一,'
八
、
九
九
六
千
円
と
な
り
、差
額
三
七
、
四
六 

七
千
田
と
な
る
*0
つ
ま
り
物
資
及
び
サ
ー
ビ
ス
の
輸
出
入
で
は
非
常
な
輸
出
勘 

過
で
あ
っ
た
"
他
方
资
本
の
M

入
と
似
た
性
質
の
信
用
組
合
及
び
銀
行
の
勘 

一
定
は
、.
や
は
り
五
、
ニ
ニ
一
，千
円
の
出
超
で
あ
っ
た
。'
村
の
対
外
収
支
状
態
が
'

:

経
済
分
析
に
お
け.
る
地
方
経
済
観
察
の.
意
義
に
.関
す
る
若
干
の
考
察



じ
て
販
^•
額
が
七
、
四
〇
ー
1ー
千
円
'あ
っ
た..(

同
書
九
—*.
頁
>
。
こ
れ
ら
を
合
せ
る 

と
、
、前
記
：の

収

人

證

：は
ま
だ
ふ
え
る
：か
%■
知
れ
な
い
:■■ 
°
但
し
こ
め
麗
で
は 

米
の
闇
売
買.•
物
，'々
交
換
を
少
量
と
見
て
お
'̂
、
生
産
額
四
四
、
四
〇
0
俵
の
う
ハ 

ち
五
〇
〇
俵
が
そ
れ
に
向
け
ら
れ
た
と
推
定
し
た(

同
書
五
六
頁)

。

.

-. 

(

法
ー
0> 

同
書 
ー.
0.
ー：頁
。.

-.
:

パ

(

注

T
1
〕

..

湯
沢
町
は..

現
在
は
湯
沢
ホ
、
.西
馬
音
内
町
と
三
輪
村
は
現
在
羽
後 

.

町

の
--
*.

部
と
な
つ
て
：い
る
。
■■.

•
.
.

ニ

''.
,

• 

.

.

.

.

.;
'

ニ
、：
地

方

経

济

と

地

方

経

済

圏::

I

埤
方
経
済
の
箜
間
的
形
態：
.

.

.

I

.'
■..

'■
:■
•

■■
,

■.
 ..■
. 

.一
 
h
 .
 

:

.

前
述
の.
三
ク
の
調
査
は
、上
蓮
方
の
外
部
ど
の
収
支
状
態
を
取
扱
：？
た
も 

の
と
し
て
、
致
学
裏
聞
な
私
の
知
る
す
べ
て
で
あ
っ
て
、
ま
た
い
ず
れ
も
相
当 

信
頼
し
得
る
と
思
う
か
ら
紹
介
し
た
。
こ
：れ
ら
を
紹
介
し
た
理
由
は
、
後
述
す」 

る
と
こ
ろ.
か
ら
追.
.々
明
ら
か
に
さ
れ
る.
で
あ
ろ
う
0 
:

:

 

地
方
経
済
の
観
察
を
す
る
場
合
に
、—

然
ま
ず
観
察
の
対
象
を
判
然
- ^

.

ざ
ぜ 

る
ベ
き
で
あ
る
が 
>
.
そ
の
空
間
：

態
を
判
然
さ
せ

る

こ

と
も
そ
の
仕

事

の

；一
 

部
で
%
る
。
時
と
す
る
と
地
方
経
済
は
、
^

B

に.
対
し
て
，の
地
方
の
経
済
と
い.. 

う
意
味
に
用
'い
ら
れ
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
こ
こ
で.
は
勿
論
そ
ラ
で
な
く
、''国 

土
の
一

.

部
分.
と
い
う
意
味
で
の
地
方
の
経
済
で
あ
る
.。
そ
れ
な
ら
ば
国
土
の
ど 

ん
な
一.
部
分
で
も
ょ
い
か
と
言
え
ば
、
こ
れ
も
そ
う
で
な
い
と
考
え
る
。ハ
 

前
述
の
調
査
の
ダ
ち
、I

つ

は

郡
域
を
一

つ

は

ホ_

を

ー

つ
'
は

#

^

を

取
扱 

つ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
行
政
区
劃
を
そ
の
'ま
ま
地
方
経
済
の
空
間
；̂

態
と

し
：て
取
扱
う.
こ
と
ゆ
、
む
し
ろ
普
通
に
行
わ
れ
る
と'こ
.ろ
で
あ
る
。
，も
：っ
と
広 

/. 
く
県
或
い
は
更
に
幾
今
か
の
県
を
合
せ
た
地
域
も
じ
ば
し
ば
対
象
に
さ
れ
る
。 

種
々
の
統
；̂
が
こ
れ
ら
行
政
区
劃
を
単
位
と
し
て
作
成
さ
れ
て
い
る
か
ら
、

こ 

■れ
が
t
も
使
利
な
方
法
で.あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
し
、
場
合
に
よ
っ
て 

戌

そ

れ

が

：
ー
：
つ

の

経

済

の

営

ま

れ

.
る

空

間

的

範

囲

ま

た

.：
は

そ

れ

に

近

い

も

の
 

'

で
あ
る
か
も
知
れ
な.い.
0',-
y

，実
を
言
え
ば
、.
こ
こ
に
謂
う
地
方
経
済
と
は
、
国
土
の
一
部
分
を
範
囲
と
.し 

.
て
営
ま
れ
る
経
済
の
こ
と
で
あ
づ
：て
、
そ
の
範
囲
内
の
人
々
.が
相
互
依
存
の
関 

\

係
で
結
び
つ
き
、秩
序
あ
る
生
産.
籠
活
動
に
よ
っ
て
、
そ
の
人
々
全
体
の
生 

活
を
立•；て
てi

る
も
の
を
意
味
す
る
。(

従
っ
て.
J
^
望
ま
し
い
区
«I
は
、
斯
か 

る
相
瓦
依
存
の
関
係
に
あ.
る
入
々
の
い
る
範
囲
を
採
る
'こ
と
で
あ
る
が
、.
行
政 

■■
区
劃
は
、
む
し
ろ
多
く
の
場
合
に
こ
れ
と
一
致
し
そ
う
で
■な
い
。
と
い
う
の
は 

行
政
区
劃
はk

定
的
で
一
あ
る
の
に
、：
経
済
の
実
態
は
相
当
に
変
化
す
る
か
ら
で 

'
ぁ
る
。
:.. 

.

-
.

■
.

 

•

-

こ
の
意
味
の
地
方
経
済
ば
、
国
民
経
済
と
幾
つ
か
の
共
通
点
を
持
つ
。
両
者
' 

と
も
ん
の
空
間
的
範
囲
内
の
人
々
が
相
互
依
存
の
関
係
を
結
び
'.
秩
序
あ
る
生 

.

産
.
i

活
動
に
よ
-?
て
、.
そ
の
人
々
全
体
の
生
：活
.を
立
て
て
い
る
点
は
勿
論 

,
の
こ
と
、.
文
明
社
^
で
は
両
者
と
も
完
全
に
自
給
自
足
の
場
合
は
な

く

、

地
域 

•

的
分
業
に
依
ザ
て
他
の
地
方
経
资
ま
た
は
国
風
経
済
と
密
接
な
交
易
関
係
に
立 

.

つ
点
も
共
通
で
あ
る
。
従.
？
て
そ
の.
交

^

関

係

にお
い
て
、
収
支
：不
均
衡
の
状 

態
が
綺
く
場
合
は
、経
済
の
重
大
な
変
化
と
相
# '
う
と
い
う
点
も
同
じ
で

あ

る

。 

他
方
に
お
い
て
、
こ

れ

ら

の

.

両
者
の
間
に
種
々
の
相
違
点
が
あ

る

.こ

.

と
も
言
う

ま
で
も
な
い
0
そ
の
1

^
著
し
い
も
の
は
、
：：
‘埯
界
の
持
0
役
割
の
相
違
で
あ
ろ：
. 

う
0
国
境
は
明
瞭
：で
か
な
り
固
定
的
で
あ
る
が
、
地
方
経
済
の

.境
界
は
不
明
瞭. 

で
.あ
り
し
か
も
固
定
性
が
少
な
い
。
国
境
を
越
え
て
資
本
•
，労
働
が
移
動
す
る 

-
に
は
、
経
済
外
の
諸
要
因
が
重
大
な
障
害
上
な
る
場
合
の
が
な

U
多
.い
.の
に
対
.
. 

し
て
、
證
地
方
間
で
は
そ
れ
が
少
な
い
？
そ
し
：て
多
-<
.
:の
.場
合
ブ
：国
境
を
出 

入
り
す
る
資
本
，
労
働
に̂
い
ズ
は
、
そ

れ

を

鐘

詳

ム

高

察

し

得

石̂
^

. 

が
あ
り
、
：事
実
ま
た
或
る
程
度
ま.で
®

:
'?
れ
て
い
る
が
、#
地

方

経
.^
間
で
：
 

は
そ
れ
が
殆
ど
な
い
。■:
■
■こ
れ
ち
.の
相
違
点
は
、
，
も
う
、と
稂
本
的
な
次
の
相

M

か 

ら
大
部
分
生
じ
て
ま
る
。

.

郞
ち
国
民
経
済
が
場
合
に
ょ
っ
て
他«0
'
.
国

民

経

済

と 

激
し
：く
抗
争
す
る
性
質
を
持
：や
こ
と
が
、
；最
経
済
の
諸
側
面
に
重
：要
处
関
係
：
 

を
持
つ
の
：に
対
し.て
フ
地
方
経
済
間
に
そ
う.い
3

関
係
が
一
：
股

的

に

：は

な
い
と 

V
う
こ
と
で
あ
る
。
 

.

.斯
く
し
て
地
方
経
済
は
、
国±
の
，1
部
分
に
営
ま
れ
石
経
済
で
：あ
る
。
：，家
許
：
 

や
企
業
な
へ
ど
は
、
直

菌

接

に.全

国

的

な

関

係

を

、
持
ち
合
っ
：
，て

国

呙

経

済

を

形

：. 

成
す
ゐ
が
;'
:
同
時
に
そ
れ
ら
は
、

一
地
カ̂
で
.直
1

接
の
_

ぼ
を
#

ち
^

っ
,
 

.て
、
：
地
方
経
済
を̂

^
す
る
マ
各
地
方
め
経
済
は.ま
：た
'
金

的

に

直
^

^
接

，
 

の
関
係
を
持
：ち
合
っ
て
、
：国
民
経
済
を
髮
す
る
。
：
地
方
経
済
は
全
国
^
^
と 

の
関
係
に
お
い
て
営
ま
れ
、
相
互
に
影
響
し
合
う
。
と
.の
故
に
地
方
経
済
は、
■: 

家
計
や
企
業
が*

:
経
済
の
摩
位
で
あ
る.の
と
似
た
意
味
で
、
：
国
民
経
済
の
地 

域 
f

位
で
：あ
る
。

.

..

.

,

上
述
の
意
味
で
，の

地

方

馨

：は
、

：

国
土
の
ど
ん
な1

部
分
を.

と
：っ
て
も
、
：そ
へ 

こ.
.
に
常
に
見
出
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
そ
の
地
方
経
済
が
営
ま
れ
る
：空
間
的

経
済
分
析
に
お
け
る
地
方
経
済
観
察
の
意
義
に
関
す
る
若
干
の
考
察

範
囲
に
相
当
す
る
国
土
；の

'1

部
分
を
と
：？
た
時
に
、
初
め
て
そ
と
に
見
出
さ
れ 

.

る
も
の
で
あ
る:-

0
そ
し
て
ま
た
、

こ
.の
意
味
の
地
方
経
済
を
観
察
す
る
の
で
な 

し
に
、.

へ
国
土
の
住
意
の
へ

「

部
分
で.

の
生
産
や
消
費
を
養
し
た
と
こ
ろ
で
、
無 

意
味
で̂

ろ
1

/ °.

例
兄.

ば
^

Q

生
*

，：消
費
の
諸
要I

明
ら
か
に
す
る
こ
と 

も
、
；
従
，

.

，
て

ま

た

將

来

の

；
予

測

を

：
た

.

て

る

こ

：
と

も

_

で
■
あ
る
：に
相
違
な
い
。 

蓋
し
そ
れ
らP

要
因
も
将
来Q

.

動
き
も
、.

全
国
的
な
事
情
と
の
_
係
ば
か
り
で 

'
な

く
..
;

>

そ
：：の
場
所
が
属
す
る

1;

地
方
経
済
内
部
の
他
め
事
情
と
の
関
係
を
も
観 

察
：し
な
け
れ
ば
ぃ
：
十
分
明
ら
か
に
さ
龜
い
：。
例
え
ば
で
農
村
の
生
産

.
1

 

:

の

靈

：
は

、

.

：
近^

1
0

へ
の̂

i

販
売
や
通
勤
、
或
い
ほ
そ
の
都
市
で
の
農 

家
：の

襲

、

v

歲
い
は
蕾
的
生
活
め
と
め
農
村
へ
.の
侵
入
な
ど
の
壽
を
も
馨 

察

-1
>

な
‘
け
れ
ば
、
：
十
分
に
説
明

_

さ
4̂

な
い.

で
あ
ろ
ぅ
。'-.
前
に
挙
げ
た
.三
つ
の 

例
で
%

、：
、オ.

ろ
カ
ル
：丨
サ
市
の
場
合
は
、
周M
の
農
村
と
の
関
係
が
塞
さ
れ 

允
か
っ
：乾
ら
、
全
く
無
用
な
調
査
：に
終
っ
た
で

^

ろ

ぅ

し

、

三

輪

村

の

場

合

.
は 

:

湯

沢.
.

西

屋

日

内

両

町

と

.

の
関
係
が% '

少
し
入
念
に
調
べ\
ら
れ
て
い.

た
ら
、
同 

村
の
対
外
収
爱
も
比
較
的
に

.

ー
- ]

1

明

ら

：
か

に

さ

れ

た

：
で

あ

ろ

ぅ

。

：'■..

，
と
と
ろ
で
こ.
の
地
方
経
済
に
ば
、
，大
小
い
；ろ
い
ろ
の
規
模
：の
も
め
が
あ
り
、.: 

ま
だ
異
な.
っ.
た
^̂

を
持
つ
%-
の
が
あ
る
：。
そ
し
て
小
.さ
な
も
の
が
結
合
し
て 

よ
り
大
き
允
地
方
経
済
を
霞
：じ
、
そ
れ
が
他
0.
同
列
の
も
の
と
結
合
し
て
、• 

更

に
—-
*
層
大
#-.
:な
，‘地
方
経
済
を
形
成
す
る
で.
そ
の
中
心
- i
し
て
：の
機
誰
を
学 

■.
も.
の.
は.
^
£
で
^-
り
--

<
>
小
さ
な.

を
中
心
■と
す
る
も
：の
一
は
ぞ
の
規
模
も
小
ざ 

く
、
：従
っ
て
そ
の
空
間
的
範
囲
も
小
さ
い
。
.ま
た
そ
の
経
済
は
一

般
に
比
較
的 

に
専SZ

化
し
て
い.
る
。
大
き
な
帮
を
中
心
と
す
る
も
の
は
そ
の
規
模
が
大
き

:

i
\ 

:

':
七

(

四
五1

)



く
、
：従

？
て
：そ0
空
間
的
範
囲
;%
大
き
い
。
そ
1.
て
：そ
の
範
|

亡
幾
つ
.
か

の

. 

小
さ
な
^

£
を
中
心
と
す
る
她
方
経
済^ '
包
容
す
る
。
：.ま
..た
そ
め
.經
l

は
比
較
. 

的
に
多
角
化
ん
て
い
る
。
：：
:

,

c

 

注

- :1
)

.

-

•

:

こ
の
地
方
i

の
'空
間
的
範
囲
を
、_

圈
>1
い
：う
。
：是
れ
は
前
述
め
ょ
う

に
大
小
い
ろ
い
ろ
あ
る
マ
^
た
地
方
経
済
に
限
る
わ
け
で
な
く
バ
国
民
経
済
の

空
間
的
範
囲
も
避
済
圏
で

.

あ
ゥ
：得
る
し>

 

更

に

：
：
数

国

に

わ

だ

.
っ

て

一

つ

办

释

.
済
が
営
ま
れ
る
場
合
：に
は
' 
.そ
れ
も
経
済
圏
で
あ
る
。
商
圏
、
市
場
圏
な
ど
、(

:従
来
地
理
学
者.
の
研
统
す
る
支
こ
ろ
で
あ
る
が
、'、こ
れ
も
そ
の
性
質
は
：経
済
®

で

あ

り

、
ゝ

小

さ
.V
'
町
0
狭
い
®
:

か
ら
、：' 大
き
か
蕾
の
国
^

商
圈
ま
で

い
ろ.
い.
ろ
，あ
る
。

圈

•♦
大
^B

圏
^
た
：は
メ
.ト

.

.

P
.

ポ

ル

.地

域
•'

広
域
圈

(

注

ニ
5

'

.

と
呼
ば
れ
る
も
の
も
経
済
圏
で
あ
る
。
こ
れ
ら
に.
つ
い.
て
は
地
理
学
者.
社
会.

学

渚

，^

画
関
係
者
な
名
が
、
多
く
の
研
究
を
行
っ
て
い
る
が
、
そ
の
理

由

は

、

こ

れ

ら

の

_

を

見

出

す

こ

と

が

即
ち
こ
れ
ら
地
方
経
済
の
実
態
を
把
え 

..o
a

ls
)

-'

石
こ
と
に
他
な
ら
ぬ
か
ら
で
あ
る
。'

:;.

(

注

一.

5

経
済
圈
と
い
う
言
葉
の
：従
来
：の
用
法
七
し.

て
は
、
例
え
ば
中
心
都 

.

.

市
の
機
能
が
及
ぶ
箣
1 »
|

即
ち_

係
圈
を
意
味
す
る
場
合
が
あ
：り
、
，商.

簡
.
.
市 

.

'■

場
：圈
% •

そ
の
意
味
で
使
わ
れ
て
い
る
と
思
う
。■，
戦
前
瑕
り
に
問
題
に
さ
れ
た 

依
域
経
済
圈
は
、.

数
国
が
協
同
し
て
一
つ
.の
経
済
を
営
も
う
と
す
る
場
合
の 

地
域
的
範
朋
を
意
味

.

し
た
。
本
稿
で
■

言
う
ょ
う
：な
、

一
国
内
の
.地
方
経
済
の 

地
域
的
範
四
と
い
^

意
味

.

で
は
使
わ
れ
て
な
い
か
も
知
れ
な
い
。

■

:
'

ま
た
江.
沢
譲
爾
、
立
地
論
序
説
、
時
潮
社
、
昭
潴
三
$

刊
、11

八
頁
及
び 

一
三
四

頁

に

，従

う

と
、
、Han

s  R
lstch

i；  

R
e
in

e

 

目

ゆ h
is1

:o
risch

e

b
y

n
a

m
lli  

d
e

s

 

s
ta

n
d

o

- ae
s

pu
Q
l-
i

M
rz0

u
g

u
n

g
s

z
w

e
ig

e
(

CBc
n

m
o

-

 

U
e

r
s

 

J
a

h
r
b

u
c

IV
;L

I,:1
9

2
7

>

 

■で
：は
、
典
な
る
：先
産
#

の
市
場.
地
域(

即 

':
:

ち.
布
場
圈)

：は_
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
：が
、：

そ
れ
ら
が
幾
黨
に
も
重
な
り
合
ぅ
可 

:■.

能
性
が
あ
り
、.
：新
< :

し
：て
成.
立
;1.

た
市
場.
の
.複
合
体
が
全
体
と
し
て
自
給
自 

足
'
を
4 -

た
ら
す
瘍
合
に
、^ '

の
会
体
の
領
場
が「

経
済
圏」

と
呼
ば
れ
て
い
る
。 

.〈

法
- :
8 :,

こ
れ
ら
の_

の
^

き
に
つ
い
て
の
^

献
は
、
本
内
信
蔵
箸
、
都
市 

地
理
学
研
宪
、.
ハ
古
今
書
院
、
-

九
：五
1

年
刑
、
多
田
文
男
：•
石
田.
宽
次
郎
編
、

■
; :

現
代
地
瑰
講
座
、
：四
、
都
市
と
村
落
の
地
理
、
何
出
書
房
、：1

九

五一

年
刊 

の
锛
藤
郷
平
、
：
都
市
の
地
理
、：̂

水
照
雄
、
都
市
■
の..
階
層
的
配
置——

そ
の 

.

'
問
題
点
：と
：研
究
方
法
^

つ
：い
て
I

ハ
都
市
問
題
、

1
'

九
五
：七
年
：三
月
号)

な 

:/.

■ど
に
：、
数
多
く
拳
げ
ら
れ
て
い
る
。
.

'
.

:(

注
1.

S -

英
語
で
経
済
圏
に
相
当
ず
る
，の
は
、e

c
o

n
o

m
ic

,  a
r

e
a

で
あ
る 

.

が
？
'tr

a
d

e

 

a
r
e

a
,  

m
a

r
k

e
t
:  a

r
e

a

 
.

が
そ
れ
そ
れ
ま
ぎ
れ
も
な
：く
商
圈
* 

-.
.
.
，市
場
圏
で
■あ.

る
の
^

、.

©
o

o
n

o
ln

ic
.  ,

a
H
e
a.

は
そ
れ
程
は.

つ
き.
り
し.

な.
い
。

国
民
経
済
の
分
析
に
対
し
て
、
上
述
の
意
味
で
，の
地
方
経
済
を
観
察
す
る
こ 

と
が
い
か
な
る
意
義
を
'#
つ

か

と

；
い

ぅ.
に

、

そ
れ
が
国
民
経
済
の
地
域
的
構
造 

の
分
析
を
可
能
に
す
る
故
：に
、
重
大
な
意
義
を
持
つ
と
い
ぅ
こ
と
が
で
き
る。.  

全
国
一
体

と

し
'
て

の

生

産

と

消

費

の

,

#

関

缚
或
い
は
各
要
素
間
の
均
衡
関 

.
係
、更
に
或.
い
は
所
得.
の
分
配
関
係
な
ど
を
観
察
す
る
の.
と
同
じ
よ
う
に
、各
地

後

述

の

S
t

a
t
e

 

JE
c

o
n

o
m

ie

 

A
r

e
a

の
項
で
そ
れ
に
蝕
れ
る
。

.

.

.

.

.

.

. 

.
-
•
.

、三
：、'
地
方
経
済
観
察
：の

意

義

'

*■
•:
'

方
経
済
毎
に
こ
れ
ら
の
寒
察
を
行
う
こ
と.
、或
い
は
各
地
方
経
済
間
の
生
産
•消 

費
•
所
得
の
均
衡
関
係
な
ど
を
観
察
す
る
こ
と
'は
、国
民
経
済
の
分
析
に
一
層
具 

体
的
な
性
質
を
持
た
せ
、
従
づ
て
何
か
望
ま
し
い
対
策
を
た
て
そ
れ
を
実
施
す 

る
仕
事
に
と

っ

て

、

一■

«

で

あ

り
得
る
性
質
を
持
た
せ
る
も

の

と

考
え
る
。

そ
の
理
由
は
明
白
で.
あ
ろ
う
。
第
一
に
人
間
が
空
間
的
距
離
の
増
大
に
伴
う 

犠
牲
を
最
少
限
度
に
止
め
よ
う
と
す
る
こ
と
は
自
明
の
理
で
あ
っ
て
、
従
っ
て 

近
距
離
に
あ
る
者
同
志
が
相
互
依
存
：の
関
係
を
結
ん
で
生
活
す
る
。
.
こ
れ
は
必 

然
の
事
実
で
あ
今
，だ
か
ら
と
の
入
々
の
間
で
は
、
ヾ
一
部
の
変
化
が
他
べ
波
及 

す
る
関
係
が
著
し
い
。

一
部
企
業
の
盛
衰
が
攸
の
企
業
へ
影
響
を
及
ぼ
す
可
能 

性
が
強
い
し
、
i

の
荒
廃
は
そ
の
地
方
の
経
済
の
規
模
を
縮
小
さ
せ
る
可
能 

性
が
強
い
。
第
二
に
は
、.
こ
の
地
方
経
済
に
.最
初
健
全
な
均
衡
状
態
が
あ
っ
た 

と
仮
定
し
て
も
、
そ
の
後
い.
ろ
い
ろ
の
事
情
で.
そ
の
均
衡
®

が
破
れ
る
。
し 

か
も
空
間
的
移
動
の
費
用
や
^ii

な
ど
は
、
均
衡
1

の
た
て
直
し
に
必
要
な 

生
産
要
素
の
移
動
が
、
完
全
に
柠
わ
れ
る
こ
ど
，を
妨
げ
る
。
，だ
が
ら
不
健
全
な 

均
衡
状
態
は
或
る
遐
度
ま
で
持
続
す
る
傾
向
を
持
つ
。
'-
':斯
く
し
て
例
克
ば
1
方 

に
労
働
力
は
あ
マ

て
.

も
資

本

め
な
い
地
方
経
済
が
で

き

、

他
方
そ
の
逆
の
状
態 

.
に
あ
る.
地
方
経
済
が
で
き
る
。/
じ
か
も
第
：1
1E
、'

地
方
経
済
は
自
給
洎
足
で
な 

く
、
■資
源
の
性
質.
：生
産
要
素
の
組
合
せ
'.
'
市
場
べ
の
®_

な
ど
の
！g

側
®
0 

相
違
に
基
い
て
、：：程
度
の差

..

こ
そ
あ
れ
い
ず
れ
も.
な
ん
ら
か
1の
觀

に

専
P5
化. 

し
、
：国
金
体
の
経
済
に
参
加
す
る
。'--
従

：
フ

て

国

民

経

済
^-
お
げ
石
均
衡
は
、
' 
一
 

面
こ
め
^
^
方
経
済
間
の
均
衡
で
：も
あ
る
。
斯
く
し
で
国
民
経
済
の
安
定
と
拡
'

.
大
：の
た
め
に
は
、i

方
経
离
部
及
び
各
地
方
経
済
間
：(O
'
均
衡
関
係
が
、
す

.

.
経
済
分
析
に
お
ゆ
る
地
方
経
済
観
察
の
意
義
に
関
す
る
若
干
.の
考
察

.
ベ
て
重
要
な
関
心
事
と
な
ら
ざ
る
を
得
な
：い
。
冒
頭
に
掲
げ
た
ダ
レ
ゾ

ジ
ャ
ー 

郡
の
場
合
、.
経
済
圏
を
構
成
す
る
地
域
の
調
査
と
.は
言
え
な
い
で

あ

ろ

う

が

、 

そ
れ
で
も
チ
エ
1
ズ
が
言
う
と
お
り
、
こ
の
よ
う
に
自
動
車
か
ら
馬
車
、
馬
車 

が
ら
橇.
へ
と
逆
行
す
る
地
方
が
•
ふ
え
た
ら
、.
i

車
.

1
機
械.
な

ど

.
の

製

造 

..
を
中
心
と
す
る
地
方
の
経
済
は
苦
境
に
陥
る
'0
ま
た.
オ
ス
ヵ
ル
I
サ
市
の
場
合 

で
も
、
i
業
地
帯
が
同
市
を
通
じ
て
i

か
ら
吸
い
あ
げ
た
も
の
を
、
直
接
ま 

た
は
間
接
に
農
村
に
適
当
に
返
さ
な
け
れ
ば
、
：
こ
め
循
環
は
長
く
続
か
な
い
で 

あ
ろ
う
、
と
い
う
ご
と
を
思
わ
せ
る
。

上
述
べ
た
と
こ
ろ
か
ら
、
地
方
経
済
に
.つ
い
て
観
察
す
べ
き
事
項
も
お
の 

ず
か
ら
明
ら
か
：だ
と
思
う
が
、
5

」

で
特
に
言
い
た
い
の
：は
、
三
つ
の
事
例
が 

企
て
た
よ
う
な
：、
そ
の
地
域
の
対
外
収
支
状
態
乃
至
は
経
済
循
環
を
明
ら
か
>に 

，す

る

こ

と

が

望

ま

し

い

、

と

い

.
う
こ
と
で
あ
る
。

一
地
方
経
済
の
対
外
収
支
状 

/
態
の.
如
何
は
、
そ
の
経
済
の
結
論
と
も
言
え
る
：も
の
で
あ
り
、
同
時
に
そ
の
後 

の
経
済
の
出
発
点
と
i
一
日
え
る
。

.
従
っ
て
そ
の
吧
カ
罾
罾
の
双
«
を
知
る
た
.め 

に
も
、
そ
の
将
来.
の

予

測

の

た

'め

に

も

、■
非

常

.に

重

要
だ

と

思
わ
れ
る
。
こ
れ 

.
が
分
れ
ば
、
ル
体
的
に
は
、例
え
ば
各
地
汸
経
済
..へ
の
国
家
及
び
民
間
企
業
に
よ 

る

生

産

寶

源

配

置

の

計

画

，を

、

.
合
理
的
に
立
て
：る
た
：め
の
材
料
が
得
ら
れ
る
。

'
.

凡

そ1
.

国
経
済
の
地
域
的
構
造
：は
、
各
地
方
経
蔽
内
及
び
各
地
方
経
済
間
に 

.

健
全
な
均
衡®

が
保
た
れ
て
い
る
だ
け̂
な
ぐ
、
各
地
方
経
済
が
専P9
化
に 

i

る.

高
能
率
と
多® .

産

業

を

持

つ

こ

：
と

に

よ

.名

安

定

化

と

の

一

一

つ 

ノ
で^ ,

る
だ
け
生
か
1
撕
玫
0 :

う
な
状
態
に^ -

り
、；
更
に
各
地
.の
自
然
的
及
ぴ
社 

.

会

的

襲

が

.で

き

る

だ
け
生
か
さ
れ
、
し
か
も
浪
費
. $

れ
る

'
こ

と

.
の

な

い

状

態

.

.
.

.

V 

一
 

. 

：
 

：

'.
... 

•

,

/

九
' (

四.
五
：三)

考̂
®
/
!
:
!̂

び

臂



.
に
あ
る
場
合
に
、
..
最

も

望

ま

し

，
い

®.

に
あ
る
と.
言
わ
れ
得
る.
の
で
は
な
い
だ
、

■

ろ

う

か

。
，
こ

こ

で

健

全

な

均

衡

状

態

と

言

つ

，
た
：の

は

、
，
.
そ

の

社

会

の

成

員

の

す 

■

ベ
て
の
経
済
的̂

#
が

増

進

さ

れ

得

る

よ

う

な

均

衡

状

態

：
と
：
い
’
う
意
味
で
も
つ 

て
、
一
国
経
済
の
地
域
：

造
亦
右
の
よ
う
な

#

^
望
ま
し
'1
'
状
態
.：に
.あ
れ
ば
、
 

.

.全
国
至
る
所
で
、
人
が
そ.の
鹿
住
地
を
異
に
す
る
と
い
う
事
倩
だ
け
の
た
め
に
、
：
. 

生
活
水
準
.を
異
に
す
る
と.い
.う
こ
と
.の

-^
.い
状
態
に
..:%
近
付
き
得
る
，か
も
知
れ 

な
い
。
然
る
に
現
在
の.地
域
^

!
造
に
お
.
.げ
る
均
衡
は
、競
争
に
よ
つ
：て
生
じ
て 

る
場
合
が
多
い
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
結
果
と
：こ
に
挙
げ
た
よ
う
な
望
ま
し
い
状 

態
を
欠
.い
て
い
る
場
合
が
：か

な.̂
.あ

る

：が

故

に
5.
'
'事
態
を
改
善
す
べ
き
な
ん
ら 

'か
の
対
策
が
望
ま-L
'い
こ
ど
に
な
る
。
結
局
こ
れ
ら
い5
い
ろ
の
理
由
で
、
各

地

，

.
囊

義

殊

に

そ

I

収

支

醫

襲

が

議

で
|

と
考
ぇ
る
。

:

四
、
，地
方
経
済
観
察
：の
：実

施

可

能

性：
：
.
：

..

.
地
產
済
を
実
際
に
ど
の
程
度
ま
で
観
察
し
得
る
が.
は
、：'f

に
明
確
な
解
；
 

答

を

与

え

ら

れ

な

；
い

問

題

^
あ
る
。
：そ
：の
理
由
は
、_
前
に
も
触
れ
た.
よ

う

：に
.
、
、
.

： 

地

方

経

済

は

大

小

い

ろ

：
い

ろ

：
の

も

.
の.
が
複
雑
な
階
層
的
構
成
を
な
し
て
お
り
、::. 

そ
の
空
間
：

s
i

囲
を
把
え
る.
ご

と

が

難

し

い

か

ら

で

尨

る

'0
地

力

経

済

な

る

実 

体

が

確

か

：に

あ

る
‘七
:L
て

も

、
，
：
そ

の

空

間

的

範

囲

即

ち

経

済

團

が

区

劃

さ

れ

な 

け
れ
ば
.、
そ
の
実
体
も
な
い.
に
ひ
と
し
い
？
経
済
圏
の
•区
®].
は
斯
く
し.
て
極
め 

て

重

大

な

囊

を

持

：つ

ヒ

と

.
：に

な

る

。

.'.

何
故
経
済
圏
の
区
劃
が
難
じ
い
か
。
そ
の
第
：

一 .
め

；
理

由

は

、
.
各

経

済

圏

は

中
 

心
と
縁
辺
の
部
分
と
を
持
つ
て
ぃ
る
が
、
そ
め
_
矶
^
は

ぁ

ず

し:4
す

べ

て

が
.

緊
密
に
中
心
に
結
び
つ
い
て
い
る
わ
け
で
な
く
、
殊
に
縁
辺
の
部
分
は
他
の
経 

_

済
圈
の
：
中

心

'と
;'

%
或
る
程
度
結
び
つ
く
の.で
あ
っ
て
、
要
す
る
に
経
済
圏
の
諸

. 

部
分
全
体
と
し
て
、:
了
.つ
の
緊
密
.な
経
済
を
構
成
し
て̂
な
い
と
い
う
こ
と
で 

あ
る
。
し

か
,%
第
1
:ー
に
は
、
国
の
場
合
と
ち
が
；っ
て
、
そ
の
縁
迈
部
分
が
時
間 

の
経
過
と
共
に
、
隣
の
.経
済
圈
め
緣
辺
部
分
へ
変
化
す
る
と
と
も
決
し
て
讓 

:

で
な
い
七
い
う
事
情
が
あ
る
。
例
え
ば
新
し
い
交
通
^

^
が

，
で

き

て

、

.

済
圏
'の_
中

心

：
へ

の

距

離

を

経

済

的

に

著

し

.
^
!
.
め

た

場

合

に

は

、

そ

れ

が

起

こ 

る

で

あ

ろ

う

。

，
ご

れ

ら

ニ

.
つ
の
事
情
は
不
可
避
で
あ
り
、
し
か
も
大
小
い
ろ
い 

ろ
め.
経
済
圈
の
：区
劃
の
す
べ
て
に
つ
き
ま
と
う
問
題
で
：あ
る
。
-私
に
は
こ
の
^

.

題
を
十
分
考
察
す
る
能
力
は
な.
い
が
、
恐
ら
く
全
く
満
足
し
得
る
解
決
は
不
可 

能
だ
と
思
5
。
そ
こ
で
十
分
に
満
足
し
得
る
解
決
で
な
く.
ど
も
、
と
に
角
上
述.

.

の
よ
う
な
地
方
経
済
の
^
!.

の
目
的
を
、
で
き
る
♦た
け
逢
成
し
得
る
.よ
う
な
解 

決
方
法
を
研
究
ず
る
必
要
が
あ
る
。
確
’か
に
縁
辺
部
と
中
心.
と
の
関
係
は
、
他 

に
な
ん
の
事
情
が
な
く.
と
も
、
交
通
時
間
及
び
費
用
の
増
大
と
共
に
薄
く
な
る 

_
こ
：と
、
._ま
た
距
離
は
そ
れ
程
大
き
く
な
い
場
合
で
も
競
争
的
な
中
心
が
他
に
篼 

■■

展

し

：て
へ
い
名
場
合

.
に

は

、
，
経

済

圏

は

そ

れ

划

上

拡

り

得

な

い

こ

と

が

：|
0
3 

w. 

H
a
w

le
y,  

H
u
m

an

 

E
co

lo
g

y
,  

A

 

T
h
e
o
ry  

o
Hl 

S
tru

ctu
re

,  N
ew

 Y
o

rk
,  1950,  

p
p
.  361,  

4
200
.

に
よ
っ

て
認
め
ら
れ 

て
い
る
。
従
っ
て A

u
g

u
ste

o:sc
h

'T
Ile

 H
co

n
o
m

ics”  o
f  Lo

ca
tio

n
'  

N
e

名-H
aven

,'  1954

プp
,.  2

1
5

.:

の

言

う

よ

う

に

市

場

圏

.は

重

複

す

る

こ

と 

も
確
か
で
：は
あ
る
け
れ
ど
も
、
各
中
心.
が

ら

の

：交

通

時

間

及

び

費

f

も

っV

 

便

宜

：
の

区

劃

.
を
行
っ
'て
も
、
：
.
重
大.
な
誤
り
は
来.
た
さ
な「

ぃ..
か
も
知
れ
な
ぃ
。

ま
た
、
小
さ
な
中
心
は
互
い
に
近
接
し
て
分
布
し
得
る
け
九
ど
%
、
大
き
な 

中
心
ば
相
当
の
距
離
を
お
い
て
分
相
す
る
の
が
普
通
で
あ
る
。

.

.

従
っ
て
そ
の
大

. 

き
な
中
心
に
あ
ま
り
遠
く
な
い
地
方
は

,

他
の
同
列
に
大
き
な
中
心
か
ら
遠
:<.

' 

離
れ
て
お.

り
、.

そ
の
帰
厲
す
る
経
済
圈
が
明
自
で
あ
り
得
る
。
斯
ぐ
し
，

.P

相
当 

大
き
な#

^

の
周
囲
を
ッ
そ
の
^
^
と
密
接
な
関
係
を
持
つ
範
囲
に
わ
た
フ
て

. 

区
劃
す
る
こ.

と
が
で
き
る
。
こ

..
れ

が

圈

と

い

ぅ
^ '-

済
圈
で-

あ

り

、
：
殊

に

.

ぞ..

の
中
心
§

に
近
い
範
囲
ぼ
、'経
1

外
の
い
ろ
い
み
な
現
象
に
つ
へ
い
て
も
密
： 

■接
な
関
係
を
持
つ

一、つ.
の
共
同
■
の
圈
で
，あ
る
。
抵
当
大
き
な̂
0
を

中

心

ど

： 

し
て
、
そ
れ
程
判
然
と
し
な
い
地
域
を
含
ま
な
い
経
済
圏
を
描
ぎ
、
そ
れ
.と
前 

述

の

ょ

ぅ

だ

国

土

全

部

を

ど

こ

か

め

経

済

.®
に

麗

さ

せ

た

区

劃

と

を

併

せ

用
 

い
る
こ
と
も
、
必
耍
な
の
で
は
な
か
ろ5:
:
か

。
：
：
：

 

•

.
こ.
の
#le

圈.
に
つ
い
て
も
、
カ
ホ
の
1

に
つ
い
て
従
来
多
く
の
1

が

行. 

'わ
れ
て
い
る
こ
と
は
前
に
触
れ
た
と
お
り
で
あ
る
。
ま
た
わ
が
国
で
は
、国

土

総. 

合
麗
針
画
に
関
連
し
て
、「

地
域
計
画
区
域
設
定
方
針
案J

が.
一
九
五
0
年
に 

建
設
省
か
ら
提
示
さ
れ
た
が
、
そ
れ
は
、

一

府
県
をI

乃
至
三
、
.四
の
区
域
に 

区
分
す
る
‘「

地.
区
総<1  
爵
画
地
^」

、「

地

区

経

莖

会'-
の

範

囲

に

合

せ

て

行 

政
区
域
に
と
ら
わ
れ
ず
に
区
劃
す
る「

地
区
経
蓉
会
圏」

、
こ
の
両
区
劃
を
更 

に
幾
つ
か
合
せ
た「

地
方
圏
又
は
広
域
地
方
圏」

：
の
三
種
の
区
域
を
設
け
る
こ 

と
、
若
干
の
特
殊
問
題
処
理
の
だ
め
：の

「

特
定
機
能
に
塞
く
区
域
の
設
定」

を 

行
ぅ
こ
と
を
望
ん
だ(

越
野
太
作
、
国
土
総
合_

豸.
と
#
市
計
画
、
都
市
問
題
、
. 

一
九
五
四
年
一
一
月
号)

。
こ
れ
ら
の
佐
劃
は
経
済
圈
4
区
劃
を
含
み
、有

用

で

は. 

あ
る
け
れ
ど
も
、
最
も
有
用
な
区
劃
は
、
こ
れ
ら
を
統
計
上
の
地
域
と
し
て
区

経
済
分
析
に
お
け
る
地
方
経
済
観
察
の
意
義
に
関
す.
る
若
于
の
考
察
，.

劃
す
る
こ.

と
'で
あ
？
て
、
定
期
的
な
統
計
調
查
忙̂

っ
て
こ
の
地
域
に
つ
き
詳 

.
細.
な
資
料
を
発
表
す
る
C'
と
が
最
も
望
ま
し
い
。
学
者
の
.個
別
的
な
地
域
区
劃 

は
極
め
'.て
貴
重
な
仕
事
で
は
あ.
っ
，
て

も

、
.
そ
，れ
程
多
種
の
項
目
に

%

い
て
_
罾 

ず
る
と
1と
；は
不
亦
能
で
あ
'り
、り
ま
し.
で
や
年
，々
調
査
を
繰
り
返
す
と
と
は
事
実 

^

^
で
あ
^ '
囯
土
計
®]
の
：た
：
め

の

区

劃
^
つ
い
て
も
.
：'同
じ
こ
と
が
言
わ 

れ
る.
。

結

局

、
国

勢

調

査

の

当

局

が

：、
な

ん

'ら
か

の

.
一

般

的

基

準

に

よ

っ

て

全

国 

の

経

済

圏

を

区

、そ
れ
に
つ
い
セ
定
期
的
な
調
査
を
行

.
々.

て

、
！
^

な

資

料
 

を
提
供
す
る
こ
と
が
、
f

望
ま
し.
：い
と
思
う
。
前
述
し
た
対
外
収
ま
或
い
は 

.

経
済
循
環
を
明
ら
か
に
す
各
こ
と
は
®
!

な
仕
事
で
あ
る
か
ら
、.
国
内
各
経
済 

圏
の
す.
べ
：て
に
0
い
て
：そ
れ
を
調
査
す
る
こ
と
は
、
恐
ら
く
不
可
镏
で
あ
ろ
う
。
 

然
し
乍
ら
各
経
済
圏
に
つ
い
て
詳
細
な
資
料
が
定
期
的
に
得
ら
れ
れ
ば
、
グ
レ 

ン
ジ>

.丨

都
や
オ
ス
ヵ
ル
丨
ザ
市
の
よ
う
な
，i.
勘
定
で.
は
な
し
に
、
貸
借
対 

照
表
又
は
財
産
目
録
を
作
る
こ
ど
呔
で
き
る
か
も
知
れ
な
い
了 

V
こ1れ
ら
の
理
由
に
よ
っ
て
、
畠
罾
®
が
㈱
計
地
域
ど
し
て
区
劃
さ
れ
た
場
合 

に
、
実
際
上
最
も
よ
く
、
%
方
^

^

^
が
行
わ
れ
る
と
考
え
る
。
そ
こ
で
次 

に
若
干
の
経
済
圏
に
関
す
る
統
計
地
域
区
劃
の
例
を
挙
げ
て
み
よ
う
。

.

.

五
、.

地
方
経
済
に
関
す
る
統
計
地
'域
区
分

,

」

わ
が
国
で
は
ま
だ
期
か
る
性
質
の
統
計
地
域
が
用
い
ら
れ
て
：は
い
な
い
が
、
 

ー
九
：五
四
年
に
行
政
管
理
庁
統
計
基
準
部
が
电
心
と.
な
り
、
政
府
及
び
民
間
の 

専
m
家
か
ら
な
る「

地
域
免
類
専
£!
部
会
1—.
を
設
け
て
、「

日
本
標
準
帮
地
区 

分
類」

(：

一
九
五
四
年
刊

)

と
い
う
案
を
発
表
し
た
。.

.

'

パ 

' 

.
一' 
一

(

四
五
五)

.



■/「
標
準」

と
呼
ば
れ
石
理
幽
は
、
v>
ろ
い
ろ
め
f

が
そ
れ
ぞ
れ
の
必
要
か
ら 

独
良
の
地
域
を
設
定
し
た
象
に
，
旮
種
統
計
を
関
連
ざ
せ
て
利
用
ず
る
こ
と
ベ 

:

が
不
可
能
に
な
る
こ
と
を
考
え
て
、■.
'■標

準
的
な
地
域
を
設
け
お
ぅ
と
し
た
と
こ
: 

■6
に
知
る
？
こ
の—

地
区
は
、
入
口 
 ̂
,〇
瓦
描
上
'の
市

及

び

人

口

一
6
万

以 

下

の

県

庁

所

在

地

を
「

中

心

市」

と
：し

、

そ

の

地

辺

：に

あ

ぅ

.
て
次
の
基
準
に
合
ぅ
■■ 

市
何
村
が
、
蕾
的
性
格
が
濃
く
中
心
市
と
密
接
な
社
会
的
経
済
的
関
係
を
有： 

す
る
も
の
と
し
て
編
入
さ
れ
る
0
そ
の
基
準
は
、㈠
人
口
密
度
一
方
軒
当
り
一
七
，
 

〇
人
以
4
で
あ
る
こ
と
、
吕
総
世
帯
数
中
農
家
世
帯
数(

第
-:1,

種
兼
業
を
除
く)

の
占
め
る.
割
合
が
五0

%

以
下
で
知
る
ご
と
、
. .
⑶
当
該
市
町
杖
‘の
月

平

均

総

乗

.  

客
数
中
、
中
心
市
へ
行
く
乗
客
の
占
め
る
割
合(
交
逋
密
度)

が
1
0 .
%
以
上 

&
る
か
、
或
い
は
中
心
市
に
対
し
電
顧
加
入
考
ー
人
当
り
月
平
均
七
回
以
上
通
，
 

話
が
あ
る
こ
と

(

通
信
密
度

^

但

し

電

話-^
及

率

が

人

ロ

ー

の

の

人

に

つ

き
 

一
•
四
以
下
の
市
町
村
で
は
通
信
密
度
の
基
準
を
採
用
し
な
い
。
；

I
:

中
心
市
に 

順
次
接
練
し
て
い
る
こ
と
。
中
心
市
相
互
の
間
に
こ
の
墓
華
が
当
て
は
ま
る
場
：

■  

合
に
杖
' 
こ
れ
ら
を
含
せ
て
連
合
^0

地
区
と
す
る
。
ま
た
ニ
つ
以
上
の
.中
心 

市
に
同
時
に
斯
か
る
関
係
を
持
つ
市
町
村
は
ご
そ
れ
ぞ
れ
の
帮
地
区
に
ー
董 

に
編
入
す
る
。
こ
の
基
準
を
用
い
そ
実
態
調
査
の
結
果
、
全
国
に
七
五
の
都
市 

，地
区
、
こ
れ
ら
の
若
干
を
合
せ
た
京
浜
•
富
山
高
岡.
中
京
•-
京
阪
神.
関
B 

の
五
連
合,

地
区
を
区
劃
し
て
い
る
。
こ
れ
を
見
る
と
、.
あ
.ま
り
に
海
岸
に 

偏
っ
て
い
て
、
海
岸
を
離
れ
た
§

地

区

は

、

七

五

の

ぅ

ち

僅

か

'.に

八

に

過

ぎ 

な
い
。
こ
れ
で
は
、
以
上
に
述
べ
て
来
た
地
方
経
済
観
察
の
目
的
を
達
す
る
こ 

と
は
、
到
底
望
む
こ
と
が
で
き
な
い
。
こ
れ
ら
を
中
心
と
し
て
、.
他
に
な
ん
ら
'

糸
のM

劃
を
設
け
る
' 
f

は
で
I

ぃ
：で
|

ぅ
か
。'-
;

'

.

.
次
に
紹
介
し
た
い
の
は
へ
ア
メ
リ
力
の

Stan
d
ard

 

M
etro

p
o
litan

 

A
re

a
:

で

あ

る

。

こ

れ

は

：
ー
ル
：五

0
年
の.
セ
ン.
サ
ス|

か
ら
実
施
さ
れ
て
い
る
も 

の
で
>
区
劃
は
：郡
举
位
で
行
わ
れ
る
。
-,
ア
メ
リ
ヵ
の
邨
は
区
劃
と
し
て
市
を
も 

含

む

行

政

区

劃

で

あ

'る
が
、入
ロ
五
方
以
上
の
•

を
含
む
郡
を
中
心
と
し
て
、
 

そ
れ
に
接
続
す
る
郡
が
次
の
条
件
を
備
え
る
場
合
、
.そ
の

郡
.は
中
心
市
と
社
会 

的
.
経

済

的

に

一

：
^

ル

し

て

い
る_

的
な
地
域
と
看
做
さ
れ
て
、
こ
の
f
 

地
区
に
編
入
さ
れ
る
ノ
即
ち
㈠
气
非
農
業
従
業
者
ー
方
人
以
上
を
持
つ
か
、 

.
或.
い
は
b
、
そ

：の

標

準
#

地

区.(

以

下s
M
A
i

と
略
記
す
る)

の

非 

響
の
一
割
以
上
：を
有
す
る
か
、
或
い.
は
C
、
.-
そ

の

郡

.の

人

口

の

少

な

く

と

も 

..
半
分
以
上
が
、‘；中
心

市

の

都

に

.
隣
接
す
る
小
抒
政
区
劃
に
住
み
、
そ
の
小
行
政 

区
劃
で
は.
ー.
方
哩
1
五.
〇
人
以
上
の
密
度
が
あ
る
こ
と
、
は
就
業
者
の
少
な
く 

と

も

三

分

の

ー
1
が
非
農
業
従
業
者
で
あ
る
こ
と
、、
肖
就
業
者
办
一
五
％
以
上
が 

S
M.
A
の
最
大
^&

の.
あ
る
郡
で
働
く
こ
と
、..
H
そ

の

郡

で

働

く

就

^
^
?
の

一

一 

7£
%
以
上
が
、
最
大
f

の
ぢ
る
郡
に.
住
む
こ
と
、.
®
最
大
#
^
の
あ
る
郡
へ 

の
通
話
回
数
が
、
電
話
加
入
^

一
 
人
当
り
毎
月
平
均
四
回
^
上
で
あ
る
こ
と
で 

あ
る
0. 
■但
し
：'
 
ニ
.
，
ユ

丨

ィ

ゾ

グ

ラ

ン

ド

地

方

で

は

 
> 
郡
ょ
り
.も
市
や
町
が
行
政
上 

重
要
炎
地
位
を
占
め
、
統
計
資
料
も
と
れ
ら
小
行
政
区
劃
単
位
で
集
計
さ
れ
て 

い
る
の
で
、
S

M
A
は
市
及
び
町
単
位
で
区
劃
さ
れ
、
前
記
一
及
び
ニ
の
基
準 

は
適
用
さ
れ
ず
、.
一

方

哩

人

口

密

度

一

五

〇

人

以

上

：、
：
或

.
い
は
前
記
三
、
四
、
 

五.
で
特
に1
体
化
が
高
度
と
看
做
さ
れ
る
場
合
に
は
一
〇
0
人
以
上
め
も
の
を

赢

入

し

た

。 

_

.
,-.

斯
く
し
て
全
国
に
一
七
〇
のS
M
A
が
設
け
ら
れ
、
そ

の

人

口

総

数

は

全

国

G
ro

w
th  in

 Stand
ard

 M
etro

p
o
litan

 A
reas>

 

1
9
0
0
1
1
9
5
0.  

W
ith

• 

.*v-  

• 

-  

~ 

•

に
対
し
て
五
六
‘
八
％
'を
占
め
て
い
る
が
、
ア
メ
リ
力
に
は
こ
れ
に
先
立
つ
も

a
n

 E
x
p

la
n

a
to

ry

 a
n

a
ly

sis  o
f

dr
ban
iz
CD-
d A

re
a
s.  w

a
s
rD

.P
,  

の
と
し
て
一
九 
一
0
年
以
来
用
い
ら
れ
て
来
た
^
o
ci-
M
C
P
o
g
i

ds
a
G
sr.

M
953.'.PP,  5

、
4
0
,)、

こ
れ
は
農
村
的
な
地
域
を
含
め
ず
、.
^
9
的
地
域
だ
け. 

(

以
下
M
D
と
略
記)

と
い
ぅ
統
計
地
域
が
あ
っ
た
。
'.
こ
れ
は
最
初
、..
人
ロ
1
1〇. 

'を
区
劃
す
る.
？
即
ち
人
ロ
‘五
方
以
上
の
市
を
中
心
と
し
て
、
そ
の
周
辺
の
町
を 

万
以
上
の
猜
を
中
心.
と.
し.
、
そ
れ
に
接
続
す
る
一
方
哩
ー
，.五

.0.
人

以

上

：の

密

、

_ 
.
含

め

：る

も
..
の
，
で
あ
っ
：
て

、
，
編

入

の

条

件

は

、

㈠
人
ロ
ニ
、
五
〇
〇
以
上
の
地
方 

度
を
持
つ
町
を
含
め
た
も
の
で
'あ
マ
た
が
、/-
-•
.
九
一
〇
年
の
国
勢
調
査
で
は
，そ

団

体

と

し

て

組

織

.
さ.
'れ
た.
町
、：̂

人
口
：

一，

一、
五
0

0 ,
以
下
で
も
、一

方
哩
当
り
五 

れ
が
ー一

五
、
一
九
ニ
〇
年.
に
は
ニ
九
あ
っ
た
。.
'1

九
1
1
0年
に
ft
、入
口
の
基
準.

0
0
戸
以
上
の
！̂

で
一
〇
0
戸

以

上

：の

住

宅

が

集

中

す

る

地

区

を

持

つ

町

、

を
引
き
下
げ
て
中
心
帮
五
方
以
上
、
皿
0
全

体

と

：し

て

は

ー

：

0
万
以
上
と
し
、

こ
の
密
度
は
大
体i

方
哩
ー
':ー、
〇
〇
〇
入
に
相
当
し
、家
屋
の
密
集
す
る
市
街
地 

九
^ .
を
算
え
る
こ
^
に
な
？
た

,'
0
-
九
四
0
年
に
は
爹
四
'〇
に.
な
っ
：ぢ
 

.
に
普
通.
に
見.
ら
れ
る
最
低
限
度
で
あ
る
。J

:'

一.
方
哩
五
0
〇
戸
激
上
の
住
宅
密 

基
準
の
変
更
も
郊
外
の
绝
達
に
よ
っ
：て
必
要
と
#
れ
た
：の
で
あ
る
が
、.

S
M
A
-

度
の
：»
る
地
方
6
体

に

組

織

さ

れ

：て
.な

い

⑽

^

。

e
の
境
界
は
道
路,
镞
道
• 

へ-
の
：変

更

も

同

様

で

あ

る

0,
自
動
車
叹
普
及
に
よ.
っ
て
、
M
D
の

域

外

べf

へ.
川

な

：̂
で
引.
か
一
れ
る
。㈣
中
心
禁
に
機
溝
に
関
係
す
名
諸
目
的
、
例
え
ば
：.. 

的
人
ロ
が
急
速
に
拡
が
り
、
殊
に
ニ
九.
三
0
年
以
降
そ
の
傾
向
が
著
し
く
な
ら.

商

業

，
エ

業

，
交

通

；
：

.
レ

ク

リ.
エ
ー
シ.
ョ

ン

な

ど

に

用

い

ら

れ

て

；
い

る

地

区

、

.
;

(

注—
"五) .

. 

- 

:.  

.
 

,

た
か
ら
で
あ
る
0 
' 

㈤
こ
れ
ら
の
地
区
か
ら
^
^
て.
-1
>
て
も
、
往
宅
密
度
基
準
に
適
合
し
、
|

道 

(

注
一
五)

K
o

b
e
rtp

0
o

v
®

T
h

e
d

a>.&
litic

m
o

f.sta
n

d
a

rd
M

e
tro

' .
路
で..
一
哩
半
以
内
の
距
離
に
あ
る
祂
区
、.
及

び

、

更

；に
-
の

飛

地

か

：ら

半

哩

以 

p
o

lita
n

 A
re

a
s.  

(E
e
o

n
o

ro
ic

Q-eo
g
rap

h
y;  

V
O

L  

28,  'N
o

.  2
,  

•
内
の
距
離
に
あ
マ
て
、
-:
:'住
宅
密
鹿
基
準
に
合
名
地
区
で
あ
る
。
こ
め
区
劃
允
従 

A
p

rp
.1952,;笤

.9
5
-1

0
4
).

参
照
。
そ
こ
に
は
S

M
A
区
割
の
基
準
を
.き

、っ
て
：、
：:
s

M
A
の
'

A.
ロ
の
^ .

ち_
七
.
：四.
％
が
新
し
v
農
村
人
■p
か
ら
^
j
£
人
ロ 

め
た
理
由
め
説
明
、
ぞ
：の
基
準
の
実
際
の
逾
用
ー
な
''

^
に
：つ
い
そ
説
明
が
あ
る
'0..
.

に
編
入
さ
れ
、
全
国
S

M
-A
:
の
^
ロ
の
八

六

，
四

％

 (

五

七

：七
％
中
心
市
、へ 

ア
メ
リ
ヵ
で
ば
一
九
五.
〇
年
か
ら
、
審

圏

‘に.
つ

い

て

も

ぅ

ー

つ

の

新

し

い
-
八.
•.
六
%
市
外)

：
が

蓄

人

ロ

、'
ー
.三
:.
六
％
が
農
村
人
ロ
と
な
っ
た
。
む 

統
計
地
域
が
用
い
ら
れ
た
。.
そ
れ
ばU

rb
an

ized

 .A
re

a

 

.(：

以
下
U
A
と
略
，

A
は
全
国
で
1,
瓦
七
、
そ.
の
人
口
総
数
は
全
'国9

四
六..
，
0
%
を
占
め
る
。

記)

i

称
せ
ら
れ
る
も
の
で
、
S

M

A

が
：

「

日
常
接
触
の
地
域
1-「

観

と

直

接

：.
，
：(

注
- *
'六

^ .

協

同(d
ire

ct  p
articip

atio
n
)：..

の
地
帯」

或
い
は
'「

帮
圈
の
；機
能
的
境
：，

麸
と

U
A
の
：
数

が

：
相

違

す

る

の

：
は

，

U
A
の
区
劃
：：に
は
特
に
多
く
の■手
数
を. 

界J
.

を
区
劃
す
る
も
の
で
あ
る
の
.
に
対
し
て.(D

，J.V
B_ogue，

P
o
p
u
latio

n

 

要
す
^
の
で
：早
く
取
備
に
着
手
し
、
従
：っ
て
丄
九

.
四
0 .
年

，
セ
.
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又
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け
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す
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を
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と
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；
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五
0
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^
ン
サ
木
に
は
も
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つ
の
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し
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地
域
が
設
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ら
れ
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'0.
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m
ic.  A
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S
E
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は
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州
を
比
較
的
に
同
質
的
だ
数
々
所
の
地
域
に
分
け
る
も
の
で
あ
：
.
づ'
て
、.

1
し 

た
経
済
的
及
び
社
会
的
性
格
を
持.
つ
郡
を
ま
と
め
て
区
劃
す
る
。
州
は
余
り
大 

.
き
過
ぎ
て
多
分
に
異
質
的
な
構
成
を
持
つ
し
、
，郡
は
小
さ
過
ぎ
多
過
ぎ
て
実
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使

用

し

難

い

：
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ち

、

>
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中

間

の

：区

劃
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て

こ
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ら

れ

る

こ
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:

な

っ

た
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節
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譬
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つ
い
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る
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れ
る
が
、
そ
の
：う

キ1
部
は
’： 

.M
etro

p
o
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さ
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な
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さ
れ
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さ
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ニ
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さ
れ
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定
の
経
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型
態 
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が
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き
わ〉 .
た
：る.
地
域.
'を
*
味.
ず
る
も
の...と
：.
解..
釈
さ.
.
れ
'る.」

と
言
い
、
し
か
..
も. 

T
E
C

o-n
o

m
ie

は_
そ
©-
生
態
学
的
な
意
味
で
使
わ
れ
る

？
'即
ち
生
'活.
の
，
資を 
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得

る
こ

と.
に
：関

し

：
て

行
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：れ
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)
逾

応

め'型
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：
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て
い
る
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だ
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は
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経
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質
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概
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以
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8
只
に
分
け
た
も
の.
で
：あ

る

。

こ

れ

は

州

境

に

：拘

束

さ

れ

な 

い

区

劃

で

、
：西

部

山

間

地

帯

で

は

繁

に

わ

た

る

.
も
の
が
あ
り
、.
東
部.
に
'は
非 

.
常
に.
小
さ
い
も
の
が
あ
'る

。
S
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Aで
は
州
境
で
分
割
さ
れ
た
S

M
A
は
、
.ま 

た.
一
つ.
に
ま
と
め
ら
れ
、.
更
に
'若
干
0
S
E
A
を
加
え
ら
れ
て
、
l
o
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E
s

へ
の
階
層
的
構
成
を
整
備
し
な
け
れ
ば
、
問
題
は
解
決
さ
れ
な
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.

で

あ

，
ろ

ぅ

。
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だ
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非
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し
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劃
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て
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と
：；

ぅ
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区
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案
は
、
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分
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う
し
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基
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」

R
に
さ
れ
る
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れ
ら
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統
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は
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サ
ス
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ロ. 
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屋
、
農
業
な
ど
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部
朽
に
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れ
て
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表
さ
れ
る
が
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:

い

ず

れ
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に
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積
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収
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,
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^
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農
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経
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绝
足
期
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作
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農
業
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機
械
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車
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ラ 

:
ッ
ク
、
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話.
電
気
冷
蔵
庫
•.
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の
他
の
項
目
に
わ
た.
っ
て
い
る
。
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自
分
の
：興
味
が
引
が
れ
る
せ
い
か
、
現
在9

社
名
に
は
い
ろ
い
ろ
な
地
域
区 

劃
に
関
す
る
実
際
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題
が
至
る
所
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
'
わ
が
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え
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合
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の
問
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帮
で
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れ
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題
が
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、
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頃
で
は
わ
が
国
と
東
亜
の
国
々
と
の
経
済
圏
を
提
唱 

'す
る
声
^
®
こ
え
て
い
る
0
こ

れ

ら

の

中

で

私

は

、
，
こ

こ

で

述

べ

た

国

内

経

済 

P
の
，区
劃
，の
間
題
は
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最
も
一
般
に
関
係
す
る
問
題
の
よ
う
な
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が
す
る
.の
で 

，あ

る

。
例

え
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同
体
の
询
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に
し
て
本
、唯
隊
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を
畫
し
て
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.
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な
経
済
圈
を
作
れ
ば
そ
れ
で
よ
い
の
で
は
な
く
、
小
さ
い
圈
か
ら
大
き
い
圏

:

経
済
分
析
に
お
け
る
地
方
経
済
観
察
の
意
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に
関
す
る
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干
の
考
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る
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；̂
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に
な
る
。
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远
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あ
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即
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と
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う
面
を
全
く
持
た
な
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わ
け
で
も
な
か
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わ
れ
る
。
 

農
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地
帯
と
い
っ
て
も
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，或
る
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度
の
広
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に
な
れ
ば
、
そ
の
地
帯
に
サ
ー
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す
る
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を
中
心
と
し
た
圈
が
で
き
る
の
は
普
通
；で
あ
ろ
う
。
だ
か
ら 
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れ

ば
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よ
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中
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へ
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通
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間
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界
を
き
め
る
方
法
で
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い
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多
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の
変
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を
加
え
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と
に
よ
り
、
経
済
圏 

に
す
る
こ
と
'が
で
き
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か.
も
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れ
な
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。
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で
も
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だ
け
で
な
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E
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ら
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け
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け
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ば
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、

ま
、が

り

な

.̂
に
も
行. 

う
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。.
と
言
っ
て
も
、
私
は
こ
の
仕
事
の
困 

難
さ
を
決
し
て
過
少
評
価
す
る0

も
り
で
は
な
い
。
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論
的
に
も
実
際
的
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も
、
非
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多
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問
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と
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光
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張
し
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か
っ
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あ

る
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